
牛久市建設工事成績の評定に関する告示  

 

 

平成３０年３月２２日 

告示第  ４３  号 

 

 

（目的）  

第１条 この告示は、牛久市が発注する建設工事に係る工事成績の評定（以下「評

定」という。）について必要な事項を定め、厳正かつ的確な評定を実施することに

より、工事の適正かつ効率的な施工及び品質を確保し、工事に関する技術水準の

向上を図るとともに、受注者の適正な選定及び指導育成に資することを目的とす

る。  

（評定の対象）  

第２条 評定は、１件の設計金額が１３０万円以上の建設工事について行うものと

する。  

（評定者）  

第３条 評定を行う者（以下「評定者」という。）は、監督職員及び検査職員とする。  

（評定の方法）  

第４条 評定は、監督又は検査により確認した事項に基づき、監督職員及び検査職

員が相互に独立し、公正的確に行うものとする。ただし、一つの工事の監督職員

又は検査職員となる者が２人以上ある場合は、協議して評定するものとする。  

（評定）  

第５条 評定は、工事検査採点基準（別表）及び次の各号に定めるところにより採

点し、牛久市工事検査要綱（平成１１年訓令第１９号）第４条第３項第２号に定

める建設工事成績表（以下「成績表」という。）に記入するものとする。 

(1) 検査職員及び監督職員の採点持分は、各々５０点とする。 



(2) 監督職員は、工事主管課長と協議のうえ、評定するものとする。 

(3) 評定点５０点未満の工事又は「出来形」「出来ばえ・機能」「品質」の評価の

うち、いずれかに「e」がある場合は不合格とする。 

(4) 不合格工事については、直ちに補修等を行い再検査を受けなければならない。    

再検査の結果、手直し部分の評価は「d」とする。 

(5) 評定者による「工期」の評定は、完成時期を対象として評定する。 

(6) 検査職員による「工事管理」の評定は、「後片付の状況」のみを評定する。 

(7) 困難性の著しい工事は、安全管理について、採点区分の直近上位を採用する 

ことができる。 

(8) 材料を使用しない工事等の場合は、「品質」の評定を「出来ばえ・機能」と

読み替え評定する。 

（成績表の提出） 

第６条 監督職員は、評定を行ったときは、成績表を検査主管課長に提出するもの

とする。 

２ 検査職員は、評定を行ったときは、成績表の結果を契約主管課長に通知するも

のとする。 

（評定結果の通知） 

第７条 市長は、評定の結果を工事成績評定通知書（様式第１号）により速やかに

当該工事の受注者へ通知するものとする。 

（評定結果の変更） 

第８条 市長は、前条の規定により評定の結果を通知した後に、当該評定の結果を

変更すべき事由が生じた場合は、当該評定の結果を変更し、成績表に記入するも

のとする。 

２ 市長は、前項の結果を工事成績評定変更通知書（様式第２号）により、速やか

に当該工事の受注者へ通知するものとする。 

（説明請求等） 

第９条 前２条の規定による通知を受けた受注者は、当該通知を受けた日から起算



して１４日以内に、当該評定の内容について、工事成績評定に係る説明請求書（様

式第３号）により市長に説明を求めることができる。 

２ 市長は、前項の規定による請求があったときは、速やかに工事成績評定に係る

説明書（様式第４号）により受注者に説明しなければならない。 

（評定結果の公表） 

第１０条 市長は、第７条又は第８条の規定により通知をした評定結果を、当該通

知をした日から起算して３０日以内に、工事成績評定結果表（様式第５号）によ

り公表するものとする。 

２ 前項の規定による公表は、工事完成検査を行った日の属する年度の翌年度まで

とする。 

（評定結果の利用） 

第１１条 市長は、第１条に規定する目的を達成するため、評定結果を有効に利用

しなければならない。 

 

 

 

附 則  

この告示は、平成３０年４月１日から施行する。  

 

別表(第５条関係) 

工事検査採点基準 

〔１〕 採点基準（土木工事）  

項目 細別 審査要素 採点の着眼点 

 

Ａ 

出来形・品質 

出来形 
規格値に対す

る精度 

設計図書と照合して正しい仕上が 

りであったか 

出来ばえ・

機能 

外観及び機能

の状況 

１ 外観、仕上がり面、通り、す

り付け 

２ 全般的に見た感覚 



３ 築造物の持っている機能・発

揮 

品質 品質・強度 

１ 使用材料の形状、寸法、品

質、強度は適当か 

２ 素材を加工混合した場合の品

質は均等良質で配合、強度等は

規格に合致しているか 

３ 試験結果のバラツキの程度は

どうか 

関係資料 
関係資料の整

備状況 

１ 工程表に従い、順序良く着手

し、より完成に向い整理されて

いたか 

２ 完成時確認困難な部分は資料

により確認できたか 

３ 出来形、品質、強度等を明示

した写真・資料等の整備状況 

 

Ｂ 

工程管理 
工期 完成時期 

ａ 工期の 10%以上短縮 

ｂ 工期の 10%未満短縮 (6 日以上

又は 10%以内) 

ｃ 工期内完成(5 日短縮)  

ｄ 工期内完成(3～4 日短縮) 

ｅ 工期内完成(0～2 日短縮) 

工程表に対

する実施状

況 

計画に対する

実施状況 

１ 計画工程表に対し工事の進捗

状況を把握し工程の是正等を行

い工期内完成を目標に努力した

か 

２ 着工時期はどうか 

 

Ｃ 

現場管理 

工事管理 

後片付の状況 

１ 資・機材及び仮設物の撤去、

清掃 

２ 復旧状況 

３ 築造物の清掃 

工事関係記録

の整理状況 

１ 各種関係法令に定められた書

類の整備 

２ 工事の施工にあたり必要な書

類の整備 

現場内の整理

整頓の状況 

１ 常に資・機材は整然と整理さ

れていたか 

２ 工事用借地の使用状況 

関係機関及び

地元対策 

１ 関係法令の遵守 

２ 地元及び第三者等に対する配

慮 



※（  ）内は、検査職員基準  

 

〔２〕 採点基準（建築工事）  

仮設物の状況 工事期間中の維持管理状況 

安全管理 

交通誘導 

１ 交通安全標識等の整備状況 

２ 迂回路等の整備状況 

３ 工事中の夜間、休日に対する

安全対策 

４ 交通誘導員の配置 

保安対策 

１ 保安施設の設置・点検状況 

２ 危険物の保管取扱いの良否 

３ 作業員の安全教育 

４ 機械の保管状況 

５ 安全管理の組織票の作成 

騒音、振動等

の対策 

１ 事前調査により対策を立てて

いたか 

２ 常に影響範囲の施設の点検を

していたか 

 

Ｄ 

施工体制 

施工者の能

力 

現場代理人の

管理能力 

１ 現場管理に関する諸計画と工

事全体を把握していたか 

２ 作業員に対する統率力 

３ 設計図書に対する理解度 

主任・監理技

術者の適性 

発注した工事に対しての施工管理 

能力 

作業員の配置

状況 

１ 工事規模、工事量に応じて適

材適所に配置されていたか 

２ 計画的な人員配置をしたか 

機械の性能及

び適正配置 

１ 工事規模、工事量に応じ機種

及び数量を選定し適正配置をし

たか 

２ 機械の性能、稼働状況 

施工者の熱

意 

工事に対する

積極性 

常に積極的で細部についても細心 

の注意を払い正確に施工したか 

研究心・創意

工夫 

創意工夫をもって施工し常に研究 

的だったか 

連絡及び指示

事項の履行 

常に緊密な連絡を取り指示通り迅

速正確な施工をしたか 

項目 細別 審査要素 採点の着眼点 

 

Ａ 
出来形 

設計図書に対

する精度 
構造躯体及び造作等の精度・数量 



 

〔３〕 採点基準（電気工事）  

 

〔４〕 採点基準（機械設備工事）  

出来形・品質 

出来ばえ・

機能 

外観及び機能

の状況 

１ 外観の良否 

２ 仕上がり面の出来ばえ 

３ 各部分の通り及び納まり 

４ 各所の取付・機能 

品質 品質・強度 
１ 使用材料の形状、寸法、品

質、強度 

関係資料 
関係資料の整

備状況 

１ 各種試験成績表 JIS 規格、保

証書等の提出書類の整備状況 

２ 工事写真、完成写真の整理状

況 

項目 細別 審査要素 採点の着眼点 

 

Ａ 

出来形・品質 

出来形 
設計図書に対

する精度 
各種材料及び機器等の数量・精度 

出来ばえ・

機能 

外観及び機能

の状況 

１ 配線の色別・接続・端末処理

具合 

２ 配管・配線・機器等と他工事

との取合い 

３ 点検・操作等維持管理上の欠

陥の有無 

品質 品質・強度 配管・配線・機器等の品質・強度 

関係資料 
関係資料の整

備状況 

１ 各種試験成績表 JIS 規格、保

証書等の提出書類の整備状況 

２ 工事写真、完成写真の整理状

況 

項目 細別 審査要素 採点の着眼点 

 

Ａ 

出来形・品質 

出来形 
設計図書に対

する精度 
各種材料及び機器等の数量・精度 

出来ばえ・

機能 

外観及び機能

の状況 

１ 配管に対する伸縮・勾配・納

まり 

２ 配管・風道・機械器具等の配

置、他工事との取合い 

３ 配管・風道等の点検、操作等

維持管理上の欠陥の有無 

品質 品質・強度 
配管・風道・機械・器具・保温・ 

塗装等の品質、強度 



 

〔５〕 採点基準（建築・電気・機械設備工事共通）  

関係資料 
関係資料の整

備状況 

１ 各種試験成績表 JIS 規格、保

証書等の提出書類の整備状況 

２ 工事写真、完成写真の整理状

況 

項目 細別 審査要素 採点の着眼点 

 

Ｂ 

工程管理 
工期 完成時期 

ａ 工期の 10%以上短縮 

ｂ 工期の 10%未満短縮 (6 日以上

又は 10%以内) 

ｃ 工期内完成(5 日短縮)  

ｄ 工期内完成(3～4 日短縮) 

ｅ 工期内完成(0～2 日短縮) 

工程表に対

する実施状

況 

計画に対する

実施状況 

１ 計画工程表に対し工事の進捗

状況を把握し工程の是正等を行

い工期内完成を目標に努力した

か 

２ 着工時期はどうか 

 

Ｃ 

現場管理 

工事管理 

後片付の状況 

１ 資・機材及び仮設物の撤去、

清掃 

２ 復旧状況 

工事関係記録

の整理状況 

１ 各種関係法令に定められた書

類の整備 

２ 工事の施工にあたり必要な書

類の整備 

現場内の整理

整頓の状況 

１ 常に資・機材は整然と整理さ

れていたか 

２ 工事用借地の使用状況 

関係機関及び

地元対策 

１ 関係法令の遵守 

２ 地元及び第三者等に対する配

慮 

仮設物の状況 工事期間中の維持管理状況 

安全管理 

交通誘導 
１ 交通安全標識等の整備状況 

２ 交通誘導員の配置 

保安対策 

１ 保安施設の設置・点検状況 

２ 危険物の保管取り扱いの良否 

３ 作業員の安全教育 

４ 安全管理の組織票の作成 

騒音、振動等

の対策 

１ 事前調査により対策を立てて

いたか 



 ※（  ）内は、検査職員基準  

 

 採点基準  

採点区分 a b C d E 

審査要素 極めて良好

である 

良好である 普通である やや劣る 劣る 

 

項 目 細 別 

採 点 区 分 
合
計
点 

検 査 職 員 監 督 職 員 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

A 

出来形・

品 質 

出 来 形 10 8 7 6 4 2.5 2 1.5 1 0.5   

出来ばえ・機能 10 8 7 6 4 2.5 2 1.5 1 0.5 

品 質 10 8 7 6 4 2.5 2 1.5 1 0.5 

関 係 資 料 10 8 7 6 4 2.5 2 1.5 1 0.5 

B 

工程管理 

工 期 7.5 6.5 5.5 4.5 3.5 7.5 6.5 5.5 4.5 3.5   

工程表に対する

実 施 状 況 
  5 4.5 4 3.5 3 

C 工 事 管 理 2.5 2 1.5 1 0.5 10 8 7 6 4.5   

２ 常に影響範囲の施設の点検を

していたか 

 

Ｄ 

施工体制 

施工者の能

力 

現場代理人の

管理能力 

１ 現場管理に関する諸計画と工

事全体を把握していたか 

２ 作業員に対する統率力 

３ 設計図書に対する理解度 

主任・監理技

術者の適性 

発注した工事に対しての施工管理 

能力 

作業員の配置

状況 

１ 工事規模、工事量に応じて適

材適所に配置されていたか 

２ 計画的な人員・機械の配置を

したか 

施工者の熱

意 

工事に対する

積極性 

常に積極的で細部についても細心 

の注意を払い正確に施工したか 

研究心・創意

工夫 

創意工夫をもって施工し常に研究 

的だったか 

連絡及び指示

事項の履行 

常に緊密な連絡を取り指示通り迅

速正確な施工をしたか 



現場管理 安 全 管 理   7.5 6.5 5.5 4.5 3.5 

D 

施工体制 

施 工 者 の 能 力 
  

5 4.5 4 3.5 3   

施 工 者 の 熱 意 5 4.5 4 3.5 3 

E 採 点 計       

 


